（H31年度版）(別紙2)
「経験症例の記録及び要約」と「経験症例の記録及び要約についての誓約書」の作成の手引き
（よくお読み下さい）
Ａ-1「経験症例の記録及び要約」の記載に関する注意点
1. 本会ホームページ（会員向→腎臓専門医試験→書式のダウンロード）よりZIPファイルをダウンロードして下さい。
（ファイルの内容：「経験症例の記録及び要約」と「経験症例の記録及び要約についての誓約書」）
1-1必ず受験年度のもので作成のこと。印刷すると右上にH31年度と印字されます。これ以外の年度のもので作成、提出した場合は提出期限日までに出しなおし、もしくは受領いたしませんのでご注意下さい。
1-2 次頁の「腎臓専門医症例評価についての留意点」も必ずご一読下さい。

2. 経験症例を、急性腎不全のファイルから順に入力して下さい。症例20まで記入すると症例一覧（最初のページ）は自動的に作成されます。入力した文字が枠からはみ出てしまう場合はフォントの数値を変更して下さい。但し極端に小さい文字は減点対象となります。
3. 病歴要約一覧表にある基本領域Ｎｏ．6～Ｎｏ．20は共通の5症例以外に同封しております研修カリキュラム（日腎会誌44-2にも掲載）のＡランクを中心に出来るだけ幅広い症例を記入して下さい。

「○○の症例を記載してもよいですか？」等の質問には答えかねます。ご自身でご判断下さい。
4. 症例評価委員会が申請された経験症例の真偽を調査することがあります（受験者より先に教育責任者へ連絡しカルテの提出等を求めます）。
患者氏名は記入しないで下さい。年齢は記載して下さい。担当した施設を明記して下さい。病歴番号はそのまま記載してください．（各病院の病歴番号は，個人情報保護法の対象とはならないという内閣府の見解です．真偽を調査する際に使用いたします．）
5. 入院日、退院日、受け持ち期間を記載して下さい。
（記入例：入院日又は退院日2003.11.18、03.11.18・受け持ち期間2003.11.12～2003.11.28、03.11.12～03.11.28　など）
6. 検査項目については入力欄に記入して下さい。追加の重要な検査は、その他の欄に記載して下さい。
7. 教育責任者名はNo1～20まで全て自筆署名をいただいて下さい。ゴム印は不可です。
8. 記入に関する注意事項は、窓枠内にありますので指示に従って下さい。

9. 誤字脱字、記入漏れも評価の減点対象になりますので、印刷する前・印刷後にすべての項目が枠内に納まっているか、文章が途中で途切れていないかなど確認して下さい。納まっていない場合はフォント数を小さくするなど工夫して下さい。
Ａ-2 「経験症例の記録及び要約についての誓約書」の記載に関する注意点

1. 受験者が提出する「経験症例の記録及び要約」について真偽を調査することがあり、その際には教育責任者（※）（またはそれに準ずる責任者）へカルテの調査・提出を求めます。別紙3の教育責任者へ誓約書の内容の一読と、必要箇所への記入（署名は自筆署名）を依頼して下さい。（※）腎臓学会会員が望ましい。
2. 複数の施設での症例を記載される場合は、施設ごとの誓約書が必要となりますので、それぞれの施設の教育責任者（またはそれに準ずる責任者）に誓約書の記載を依頼して下さい（署名は必ず自筆署名のこと）。
Ｂ．提出に関する注意点
提出物は（1）「経験症例の記録及び要約」2部

（2）データを入れたCD-R、USBなど1枚（CD-R等は各自でご用意下さい）
（3）「経験症例の記録及び要約についての誓約書（必要枚数）」です。
提出についての詳細は次々頁≪症例を印刷する≫を必ずご覧下さい。

1. 作成し終わった病歴要約をCD-R、USB等に保存して下さい。
保存したら、データを開くことが出来るか、もう一度確認して下さい。
CD-R等には会員No、名前を記入して下さい（会員番号は本会ホームページにて検索出来ます）。
2. A4サイズ（A4以外のサイズ、縮小は不可）でプリントアウトして下さい。合計41枚でてきます。申請者の押印、教育責任者（またはそれに準ずる責任者）の自筆署名と押印が終わったら1部コピーを取って下さい。

症例ごとにホッチキス止めし、それらをダブルクリップでまとめて下さい。複数の症例評価委員に採点していただくため、2部（原本とコピー）提出をお願いしています。提出の詳細については次々頁≪症例を印刷する≫をご覧下さい。
3. 専門医制度委員会では2部の経験症例の記録及び要約はお返ししますが、CD-R等は後日の調査の為に事務局にて保管いたします。申請する方も各自での保存をお勧めいたします。その他の質問は（別紙4）を参照して下さい。
